
2
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6

2
0
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N
o.7
4
9

N
o.7
4
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飛
鳥
飛
鳥
ⅢⅢ
　
初
寄
港
（
松
崎
旧
港
）（
8
月
18
日
）

　
初
寄
港
（
松
崎
旧
港
）（
8
月
18
日
）

８
月
18
日
に
松
崎
旧
港
に
て
飛
鳥
Ⅲ
が
初
寄
港
し
ま
し
た
。
歓
迎
の

８
月
18
日
に
松
崎
旧
港
に
て
飛
鳥
Ⅲ
が
初
寄
港
し
ま
し
た
。
歓
迎
の

セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓
の
皆
さ
ん
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
伊
豆
松
崎
牛
原
太
鼓
の
皆
さ
ん
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ス
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 広
報
広
報

広
報
広
報
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令和 7 年度　一般会計

決 算 報 告
総額 42 億 7,971 万円を

 このように使いました
　第６次総合計画の将来像の「ここでは、誇り
高く、穏やかに、豊かに生きられる～コンパッ
ションタウン松崎～」に向けた対策の取り組み
を行いました。

23.1％（前年度比　＋ 3,916 万円）

総務費　9億 9,003 万円

22.0％（前年度比　△ 911 万円）

民生費　9億 3,995 万円

6.3％（前年度比　△ 690 万円）

◎
歳
入
の
状
況

◎
歳
入
の
状
況

　

歳
入
決
算
額
は
、
44
億
７
３

７
５
万
円
（
前
年
度
比
４
・
３
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
５
８
６
１
万

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
な

ど
の
国
庫
支
出
金
が
６
８
０
２

万
円
、
県
単
独
農
業
農
村
整
備

事
業
費
補
助
金
な
ど
の
県
支
出

金
が
１
９
２
２
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
共
同

調
理
場
の
厨
房
機
器
の
整
備
な
ど

の
財
源
と
し
て
地
方
債
２
億
５
９

８
０
万
円
を
借
入
れ
ま
し
た
。

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率

は
97
・
４
％
（
前
年
度
比
０
・

１
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
が
、

収
入
額
で
は
前
年
度
の
定
額
減

税
の
影
響
に
よ
り
、
２
３
８
３

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
比
率
は
、
地
方

交
付
税
の
増
な
ど
に
よ
り
28･

７
％
（
前
年
度
比
０
・
６
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。
２
割
台
の
低

水
準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
町

税
、
使
用
料
及
び
手
数
料
等
の

自
主
財
源
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農林水産業費　2億 6,887 万円

・財政調整基金積立金 ･･･････････ 9,000 万円
・ふるさと納税推進事業 ･････････ 5,393 万円
・過疎地域持続的発展特別事業基金積立金 ･･ 4,150 万円
・路線バス対策事業 ･････････････ 3,185 万円
・地域おこし協力隊事業 ･････････ 1,689 万円
・花いっぱい運動推進事業 ･･･････ 1,526 万円
・移住定住推進事業 ･････････････ 　889 万円

・自立支援給付費 ･･･････････ 1 億 8,932 万円
・介護保険事業（繰出金他）･･ 1 億 6,267 万円
・後期高齢者医療事業（繰出金他）･･ 1 億 5,083 万円
・保育所実施委託 ･･･････････････ 7,660 万円
・国民健康保険事業（繰出金他）･･ 7,460 万円
・児童手当 ･････････････････････ 5,967 万円
・価格高騰重点支援給付金事業 ････ 2,181 万円
・地域福祉推進事業（買い物等支援事業他）･･ 2,056 万円
・重度障害者医療費助成事業 ･････ 1,261 万円

13.2％（前年度比　＋ 5,578 万円）

衛生費　5億 6,314 万円

・じん芥処理事業（清掃点検業務委託他）
　･････････････････････････ 2 億 4,649 万円
・西豆広域行政組合負担金

（西豆衛生プラント分） ･････ 8,039 万円
（新斎場整備事業） ･････････ 3,991 万円

・上水道事業（水道事業会計補助金）･･ 2,618 万円
・予防事業（インフルエンザ、定期・任意予防接種事業他）
　･･････････････････････････････ 1,602 万円
・老人健康対策事業（がん検診事業他）･･ 1,432 万円
・こども医療費助成 ･････････････ 1,180 万円

・農地事業（県営中山間地域農業農村総合整備事業他）
･････････････････････････････ 3,268 万円

・林業振興事業（里山林整備業務委託他）
　･････････････････････････････ 3,101 万円

・国土調査事業（地籍調査）･･････ 2,578 万円
・県単独農業農村整備事業（農道伏倉山崎線拡幅工事他）

･････････････････････････････ 2,212 万円
・治山事業（雲見風早治山工事他） ･･ 1,229 万円
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7.2％（前年度比　△ 1,076 万円）

公債費　3億 921 万円

1.1％（前年度比　△ 146万円）

議会費　4,809 万円

災害復旧費　5万円

0.0％（前年度比　△ 214 万円）

教育費　3億 9,171 万円

9.2％（前年度比　△ 2億 5,041 万円）

消防費　2億 9,157 万円

・下田地区消防組合負担金 ･････ 2 億 2,579 万円
・災害対策事業（資機材・備蓄食料整備他）

････････････････････････････････ 2,967 万円
・消防団運営事業 ･････････････････ 2,701 万円
・消防施設管理整備事業（消防団備品他）

････････････････････････････････　 909 万円

商工費　2億 4,789 万円

5.8％（前年度比　△ 852 万円）

・公共土木施設災害復旧事業 ･･････ 5 万円 ・元金 ････････････････････ 2 億 9,769 万円
・利子 ････････････････････････ 1,152 万円

・義務教育施設整備事業（共同調理場厨房機器等購入他）
･･･････････････････････････････　8,100 万円

・学校給食費 ･････････････････････ 4,274 万円
・幼稚園運営費 ･･･････････････････ 3,815 万円
・中学校管理費 ･･･････････････････ 2,759 万円
・小学校管理費 ･･･････････････････ 2,556 万円

・議員報酬、手当等

6.8％（前年度比 ＋ 893 万円）

・観光振興事業（海水浴事業他）････ 8,617 万円
・商工振興事業（物価高騰対策プレミアム商品券事業他）
　････････････････････････････････ 4,921 万円
・ふれあい交流推進事業（グリーンツーリズム推進事業）
　････････……………････････････････ 450 万円

性　質　別 決　算　額 比　率

人 件 費　 ８億４，９１８万円 19.8％

物 件 費 １０億４，４５３万円 24.5％

維 持 補 修 費 ３，５２４万円 0.8％

扶 助 費 ４億３，９４５万円 10.3％

補 助 費 等 ８億５，９０６万円 20.1％

公 債 費 ３億９２１万円 7.2％

積 立 金 １億５，７５５万円 3.7％

投資及び出資金貸付金 ５６２万円 0.1％

繰 出 金 ２億４，４８３万円 5.7％

普 通 建 設 事 業 費 ３億３，４９９万円 7.8％

災 害 復 旧 事 業 費 ５万円 0.0％

合　　　計 ４２億７，９７１万円 100.0％

令和７年度一般会計決算性質別歳出内訳表

土木費　2億 2,920 万円

5.4％（前年度比　Δ 570 万円）
・橋梁維持事業（伏倉橋補修工事他）

････････････････････････････････ 5,095 万円
・道路維持事業（町道横枕線舗装補修工事他）

････････････････････････････････ 4,243 万円
・河川維持事業（堆積土砂撤去工事他）

････････････････････････････････ 2,790 万円
・住宅地震対策事業 ･･･････････････ 644 万円

◎
歳
出
の
状
況

◎
歳
出
の
状
況　

　

歳
出
決
算
額
は
、
42
億
７
９

７
１
万
円
（
前
年
度
比
４
・
３
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

 

経
常
経
費
の
内
容
精
査
を
進

め
、
無
駄
な
経
費
の
削
減
に
努

め
な
が
ら
、
新
共
同
調
理
場
の

厨
房
機
器
の
整
備
、
遠
方
で
の

検
診
等
に
か
か
る
交
通
費
な
ど

の
妊
婦
へ
の
支
援
、
海
釣
り
の

ト
ラ
イ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
大
型
客
船
の
寄
港
誘
致
と

い
っ
た
港
を
活
用
し
た
観
光
振
興

事
業
な
ど
将
来
に
向
け
た
新
た

な
取
り
組
み
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
、
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
事
業
や
定
額
減
税
の
不
足

額
が
生
じ
た
方
へ
の
給
付
金
事

業
、
子
育
て
世
帯
へ
の
手
当
支

給
事
業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
将
来
的
な
大
型
事

業
や
災
害
な
ど
の
有
事
に
備

え
、
財
政
調
整
基
金
に
９
０
０

０
万
円
を
積
み
立
て
る
な
ど
、

計
画
的
な
財
政
運
営
に
留
意
し

た
予
算
執
行
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３
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特
別
会
計
決
算
の
概
要

国
民
健
康
保
険

・
後
期
高
齢
者
医
療

・
介
護
保
険

【特別会計決算の状況】

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計　
　

　

令
和
８
年
３
月
末
現
在
、
加

入
者
は
総
人
口
の
27
・
8
％
と

な
る
１
５
０
７
人
、
世
帯
数
は
、

総
世
帯
の
36･

２
％
と
な
る
１

０
０
９
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
８

億
１
１
１
１
万
４
千
円
（
前
年

度
比
93
・
０
％
）
、
歳
出
総
額
は

８
億
１
万
円
（
前
年
度
比
92
・

２
％
）
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差

引
額
は
１
１
１
０
万
４
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
の
移
行
に
よ
る
被
保
険
者

数
の
減
少
が
大
き
く
、
国
民
健

康
保
険
税
は
１
億
２
８
９
２
万

１
千
円
（
前
年
度
比
98
・
１
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
保
険
給
付
費
は
、
被

保
険
者
数
の
減
少
や
高
額
の
療

養
費
が
少
な
か
っ
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
５
億
６
８
６
８
万
９

千
円
（
前
年
度
比
89
・
１
％
）

と
な
り
ま
し
た
が
、
７
歳
か
ら

65
歳
の
一
般
の
世
代
の
１
人
当

た
り
の
費
用
額
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
受
診
率
と
１
人

当
た
り
の
費
用
額
は
、
県
平
均

と
比
較
し
て
通
院
で
は
低
く
、

入
院
で
は
高
く
な
っ
て
い
る
状

況
か
ら
、
重
症
化
し
て
か
ら
医

療
機
関
を
受
診
す
る
傾
向
が
伺

え
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
受
診
率
は
37
・

６
％
で
昨
年
度
よ
り
も
１
・
１

415,262 円415,262 円
（前年度比 15,209 円減）

■一人当たり医療費

82,793 円82,793 円
（前年度比 4,831 円増）

■一人当たり保険税

保険税収納額と保険給付費の推移 単位：千円

ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
医
療
費
負
担
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
も
、
特
定
健
診
を

受
診
す
る
こ
と
で
、
ご
自
身
の

健
康
状
態
を
把
握
し
て
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
重
症
化
を
防
ぐ

と
と
も
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
な
ど
に
よ
り
医
療

費
の
削
減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
医
療
費
の
適
正
化
に

努
め
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の

安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

特別会計 被保険者数 歳入 歳出 差引額

国民健康保険 1,507 人 8 億 1,111 万 4 千円 8億 1万円 1,110 万 4 千円

後期高齢者医療 1,748 人 １億 5,049 万 6 千円 1億 4,984 万 4 千円 65 万 2 千円

介 護 保 険 2,803 人 10 億 4,405 万円 10 億 129 万 4 千円 4,275 万 6 千円

【歳入】

科目 収入額 割合

国民健康保険税 1億 2,892 万 1 千円 15.9％

使用料及び手数料 5万 9千円 0.0％

国・ 県 支 出 金 6億 1,098 万円 75.3％

一般会計繰入金 6,118 万円 7.6％

繰 越 金 502 万円 0.6％

その他の収入 495 万 4 千円 0.6％

合　　　計
（前年対比）

8億 1,111 万 4 千円
（△6,114万8千円、△7.0％）

100.0％

【歳出】

科目 支出額 割合

総 務 費 1,092 万 6 千円 1.4％

保 険 給 付 費 5億 6,868 万 9 千円 71.1％

県 納 付 金 1億 9,433 万 5 千円 24.3％

保 健 事 業 費 1,370 万 8 千円 1.7％

基 金 積 立 金 17 万円 0.0％

諸 支 出 金 1,218 万 2 千円 1.5％

合　　　計
（前年対比）

8億 1万円
（△6,723万2千円、△7.8％）

100.0％
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後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

令
和
８
年
３
月
末
現
在
、
被

保
険
者
数
は
１
７
４
８
人
で
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
32
・

３
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
１

億
５
０
４
９
万
６
千
円
（
前
年

度
比
１
０
４
・
１
％
）
、
歳
出
総

額
は
１
億
４
９
８
４
万
４
千
円

（
前
年
度
比
１
０
３
・
７
％
）
と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
65

万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
被
保
険
者
の
増

加
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
１
億
５
９
９
万
２
千

円
（
前
年
度
比
１
０
８
・
５
％
）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
も
歳
入
と
同
じ
く
被

保
険
者
の
増
加
に
よ
り
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

が
１
億
４
６
１
４
万
５
千
円

（
前
年
度
比
１
０
４
・
７
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
保

険
料
は
６
万
３
３
８
円
、
１
人

当
り
の
医
療
費
は
79
万
７
６
３

４
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
の
保
険
料

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
保
険
料
の
納
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保

険
者
）
と
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
で
す
。

被
保
険
者
の
う
ち
、
令
和
８
年

３
月
末
現
在
の
第
１
号
被
保
険

者
数
は
２
８
０
３
人
と
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
要
介
護
（
要

支
援
）
認
定
者
数
は
５
１
８
人

と
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
特
別
会
計
の
決
算

は
、
歳
入
が
10
億
４
４
０
５
万

円
（
前
年
度
比
99
・
４
％
）
、
歳

出
が
10
億
１
２
９
万
４
千
円

（
前
年
度
比
１
０
１
・
７
％
）
で

し
た
。
歳
入
歳
出
の
収
支
差
額

４
２
７
５
万
６
千
円
は
令
和
８

年
度
へ
繰
り
越
し
、
３
０
０
０

万
２
千
円
を
基
金
に
積
立
て
ま

し
た
。

　

保
険
給
付
費
（
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
か
か
る
費
用
）

は
、
施
設
入
所
者
の
増
加
な
ど

に
よ
り
８
億
５
９
７
８
万
７
千

円
（
前
年
度
比
１
０
３
・
５
％
）

と
な
り
、
歳
出
の
約
86
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
介
護
予
防
事
業
の

充
実
を
図
り
、
要
介
護
認
定
者

の
減
少
と
重
症
化
予
防
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

65歳以上人口と介護認定者数 保険料収納額と保険給付費の推移単位：人 単位：千円

【歳入】

科目 収入額 割合

後 期 高 齢 者
医 療 保 険 料

1 億 599 万 2 千円 70.4％

使用料及び手数料 5千円 0.0％

繰 入 金 4,320 万 8 千円 28.7％

繰 越 金 2千円 0.0％

諸 収 入 128 万 9 千円 0.9％

合　　　計　　　　　　
（前年対比）

1億 5,049 万 6 千円
（＋ 597 万 1千円、4.1％）

100.0％

歳入

歳出

【歳出】

科目 支出額 割合

総 務 費 242 万 1 千円 1.6％

後期高齢者医療
広域連合納付金

1億 4,614 万 5 千円 97.5％

諸 支 出 金 127 万 8 千円 0.9％

合　　　計　　　　　　
（前年対比）

1億 4,984 万 4 千円
（＋ 532万 1千円、3.7％）

100.0％
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水
道
・
温
泉
・
集
落
排
水
事
業
会
計

水
道
・
温
泉
・
集
落
排
水
事
業
会
計

令
和
７
年
度　

決
算
の
概
要

令
和
７
年
度　

決
算
の
概
要

〔
水
道
事
業
会
計
〕

〔
水
道
事
業
会
計
〕

　

令
和
７
年
度
に
給
水
し
た
総

水
量
は
71
万
７
０
９
９
立
方
㍍

で
、
前
年
度
比
２
万
７
７
１
０

立
方
㍍
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
は
、
費
用
面
に

お
い
て
は
委
託
料
や
動
力
費
の

増
加
は
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和

６
年
度
に
貸
倒
引
当
金
を
一
括

計
上
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
総

費
用
は
１
億
４
４
７
３
万
６
千

円
（
前
年
度
比
87
万
円
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
に
は
、
料
金
改
定
に
よ

り
、
総
収
益
は
１
億
８
７
６
７

万
４
千
円
（
前
年
度
比
２
０
６

５
万
４
千
円
の
増
）
と
な
り
、

差
引
純
利
益
は
４
２
９
３
万
８

千
円
（
前
年
度
比
２
１
５
２
万

４
千
円
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
は
、
テ
レ
メ
ー

タ
ー
専
用
線
を
無
線
式
に
す
る

水
道
施
設
伝
送
装
置
改
修
工
事

や
、
雲
見
簡
易
水
道
基
本
計
画
策

定
業
務
委
託
（
第
３
期
）
な
ど
を

行
っ
た
結
果
、
総
支
出
は
７
０
５

５
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
施
設
は
、
昭
和
40
年
代

に
整
備
さ
れ
た
施
設
が
多
く
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
更
新
に
多
額

の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
一
方

で
、
給
水
人
口
の
減
少
な
ど
に

よ
る
収
益
の
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
に
料
金
改

定
を
行
い
、
新
料
金
を
適
用
し

て
い
ま
す
が
、
経
営
状
況
が
厳

し
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
た

め
、
今
後
も
よ
り
健
全
な
運
営

に
努
め
、
将
来
に
わ
た
り
安
全

な
水
の
安
定
的
な
供
給
、
経
営

の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

〔
温
泉
事
業
会
計
〕

〔
温
泉
事
業
会
計
〕

　

現
在
の
契
約
給
湯
戸
数
は
、

自
家
用
３
１
１
戸
と
営
業
用
30
戸

で
、
令
和
７
年
度
に
給
湯
し
た
総

湯
量
は
16
万
６
４
７
４
立
方
㍍
、

前
年
度
と
比
べ
１
万
６
４
８
４
立

方
㍍
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
は
、
収
益
で
は

権
利
放
棄
や
休
止
件
数
の
増
加

に
よ
り
供
給
収
益
が
減
少
し
ま

し
た
が
、
有
価
証
券
利
息
や
他

会
計
貸
付
金
利
息
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
り
総
収
益
は
５
５
４

８
万
３
千
円
（
前
年
度
比
84
万

３
千
円
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

費
用
は
、
減
価
償
却
費
が
大

き
く
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
、

総
費
用
は
３
７
７
７
万
９
千
円

（
前
年
度
比
５
３
０
万
８
千
円
の

減
）
と
な
り
、
差
引
純
利
益
は

１
７
７
０
万
４
千
円
（
前
年
度

比
６
１
５
万
２
千
円
の
増
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
は
、
水
道
事
業
へ

の
貸
付
金
に
よ
り
、
総
支
出
は
２

４
９
４
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

温
泉
事
業
は
、
豊
富
な
湯
量
と

こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
２
度
の

大
規
模
な
改
良
整
備
に
よ
り
安

定
的
な
供
給
が
図
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
収
益
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
ま
た
、
今
後
施
設
の
老

朽
化
に
よ
る
改
修
費
用
の
発
生

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
後
も
日
常
点
検
、
保
守
点
検
に

よ
り
、
施
設
の
健
全
度
を
確
保
し
、

供
給
お
よ
び
経
営
の
安
定
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

〔
集
落
排
水
事
業
会
計
〕

〔
集
落
排
水
事
業
会
計
〕

①
岩
地
漁
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　

令
和
７
年
度
の
年
間
使
用
水

量
は
、
２
万
１
０
２
９
立
方
㍍

で
、
前
年
度
比
１
１
３
１
立
方

㍍
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
は
、
費
用
で
は
、

地
区
指
定
管
理
業
務
委
託
料
や

減
価
償
却
費
な
ど
に
よ
り
、
総

費
用
は
１
１
５
９
万
８
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

収
益
は
、
減
価
償
却
費
分
な
ど

の
補
填
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
４

９
９
万
７
千
円
を
繰
り
入
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
総
収
益
は
１
２
４
１

万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
に
つ
い
て
は
、

企
業
債
の
償
還
元
金
と
し
て
総

支
出
が
30
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

②
石
部
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　

令
和
７
年
度
の
年
間
使
用
水

量
は
、
１
万
６
４
２
０
立
方
㍍

で
、
前
年
度
比
１
６
３
０
立
方

㍍
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
は
、
費
用
で
は
、

地
区
指
定
管
理
業
務
委
託
料
や

減
価
償
却
費
な
ど
に
よ
り
、
総

費
用
は
１
０
２
３
万
３
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

収
益
は
、
減
価
償
却
費
分
な

ど
の
補
填
と
し
て
一
般
会
計
か
ら

４
７
２
万
３
千
円
を
繰
り
入
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
総
収
益
は
１
０
７

３
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
は
、
企
業
債
の

償
還
元
金
と
し
て
総
支
出
が
30

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

③
雲
見
漁
業
集
落
排
水
事
業
会
計

　

令
和
７
年
度
の
年
間
使
用
水

量
は
、
４
万
２
５
６
２
立
方
㍍

で
、
前
年
度
比
１
４
９
０
立
方

㍍
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
益
的
収
支
は
、
費
用
で
は
、

地
区
指
定
管
理
業
務
委
託
料
や

減
価
償
却
費
な
ど
に
よ
り
、
総

費
用
は
３
４
２
０
万
１
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

収
益
は
、
減
価
償
却
費
分
な

ど
の
補
填
と
し
て
一
般
会
計
か
ら

１
１
１
１
万
６
千
円
を
繰
り
入
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
総
収
益
は
３
６

０
７
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

資
本
的
収
支
は
、
企
業
債
の

償
還
元
金
と
し
て
総
支
出
が
１

８
８
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
落
排
水
事
業
各
会
計
に
お

い
て
今
後
必
要
と
な
る
施
設
の

更
新
に
備
え
、
一
般
会
計
か
ら

の
補
助
を
受
け
な
が
ら
健
全
な

運
営
に
努
め
、
経
営
の
安
定
化

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課(

４
２)

３
９
６
９
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令
和
７
年
度
の
宿
泊
客
数
は
、

２
万
２
４
６
５
人
（
前
年
度
比

３
２
１
６
人
増
）
、
宿
泊
利
用
率

46
・
８
％
（
前
年
度
比
７
・
４
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。
会
食
と

温
泉
入
浴
は
、
会
食
が
１
４
７

２
人
（
前
年
度
比
１
１
３
３
人

減
）
、
入
浴
は
５
３
７
３
人
（
前

年
度
比
15
人
減
）
、
施
設
利
用
人

員
は
２
万
９
３
１
０
人
（
前
年

度
比
２
０
６
８
人
増
）
と
な
り
、

事
業
収
入
は
３
億
４
０
０
９
万

８
６
２
８
円
（
前
年
度
比
５
０

８
３
万
５
５
１
７
円
増
）
と
な

り
ま
し
た
。

　

当
年
度
純
利
益
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ス
７
１
７
万
５
０
３
８

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

集
客
面
で
は
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
ネ
ッ

ト
で
ホ
テ
ル
や
旅
行
の
予
約
が

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
全
般
）
戦
略

の
強
化
を
よ
り
推
進
し
て
い
く
た

め
、
じ
ゃ
ら
ん
な
ど
の
主
要
Ｏ
Ｔ

Ａ
へ
の
販
売
在
庫
の
拡
大
、
セ
ー

町
営
宿
泊
施
設
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

町
営
宿
泊
施
設
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

令
和
７
年
度　

決
算
の
概
要

令
和
７
年
度　

決
算
の
概
要

　

町
で
は
、
住
民
票
の
写
し
な

ど
各
種
証
明
書
の
交
付
手
数
料

を
改
定
せ
ず
に
据
え
置
い
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
の
物
価
高
騰

や
社
会
情
勢
の
変
化
へ
の
対

応
、
近
隣
自
治
体
と
の
手
数
料

の
均
衡
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
一
部
の
手
数
料
の
見
直

し
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
経
費
削
減
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
多
機
能
端
末
機
に
よ
る
交
付

に
つ
い
て
は
、
以
前
の
ま
ま
据

え
置
き
ま
す
。
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
を
取
得
す
る

際
は
、ぜ
ひ
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課(

４
２)

３
９
６
８

決算額 差引 前年対比 （％）

収入 支出 （純利益） 収入 支出

3億 4,010 万円 3億 4,727 万円 △ 717 万円 117.6 121.7

決　算　状　況

 

ル
や
企
画
へ
積
極
投
資
す
る
こ
と

で
露
出
を
増
や
し
、
年
配
層
以
外

へ
の
認
知
拡
大
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
社
サ
イ
ト
に
よ

る
直
販
率
の
向
上
、
需
要
動
向

に
応
じ
た
価
格
運
用
を
徹
底
し
、

利
益
を
確
保
で
き
る
販
売
構
造

へ
の
転
換
を
行
い
、
収
益
性
と

持
続
性
を
両
立
す
る
経
営
基
盤

を
確
立
し
、
業
績
回
復
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。　

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

窓
口
証
明
手
数
料
な
ど
の
改
定
に
つ
い
て

令
和
９
年
４
月
１
日
か
ら
一
部
の
証
明
書
な
ど
の
手
数
料
を
改
定
し
ま
す
。

町
営
宿
泊
施
設

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

手数料の名称 単位
手数料の額

改正前 改定後

住民票の写し １件につき 200 円
300 円

（多機能端末機による交付に
係る場合にあっては、200 円）

戸籍の附票の写し １件につき 200 円 300 円
広域交付住民票の写し １件につき 200 円 300 円
住民票記載事項証明 １件につき 200 円 300 円

印鑑登録証明書 １通につき 200 円
300 円

（多機能端末機による交付に
係る場合にあっては、200 円 )

印鑑登録証の再交付手数料 １件につき 200 円 300 円
埋火葬に関する証明手数料 １件につき 200 円 300 円
租税公課に関する証明 １件につき 200 円 300 円

土地、建物その他物件に関する証明 １枚につき １筆・棟につき
200 円

証明書 1 枚につき
300 円

住宅用家屋証明 １件につき 200 円 1,300 円
林野火入許可及び証明手数料 １件につき 200 円 300 円
公簿、公文書又は土地図面の閲覧 １回につき 200 円 300 円
公簿、公文書の謄本又は抄本に関す
る証明手数料 １枚につき 200 円 300 円

その他の証明手数料 １件につき 200 円 300 円

 改定の対象となる主な手数料 
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財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
自

治
体
の
会
計
で
あ
る
一
般
会
計
、

特
別
会
計
（
企
業
会
計
含
む
）

な
ど
、
自
治
体
の
財
政
状
況
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
毎
年
度

の
決
算
時
に
算
定
す
る
「
健
全

化
判
断
比
率
」
お
よ
び
「
資
金

不
足
比
率
」
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は
次
の

健
全
化
判
断
比
率
と
は
次
の

４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す

４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
（
公
営
企

業
は
「
資
金
不
足
比
率
」
）で
は
、

財
政
の
危
険
信
号
を
示
す
『
早

期
健
全
化
基
準
』
（
公
営
企
業

財
政
指
標
か
ら
見
る
松
崎
町
の
財
政
状
況

財
政
指
標
か
ら
見
る
松
崎
町
の
財
政
状
況

松
崎
町
は
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す

は
「
経
営
健
全
化
基
準
」
）
と

財
政
破
綻
状
態
（
会
社
で
い
う

「
倒
産
」
）
を
示
す
『
財
政
再
生

基
準
』
が
あ
り
、
比
率
が
基
準

以
上
に
な
る
と
、
国
や
県
の
手

助
け
や
管
理
の
下
、
財
政
再
生

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率

は
？
は
？

　

令
和
７
年
度
決
算
に
よ
る
算

定
で
は
、
全
て
の
判
断
比
率
が

財
政
健
全
化
法
で
の
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
決

算
に
引
き
続
い
て
財
政
の
健
全

性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
の
収
入
の
う
ち

町
税
な
ど
自
主
財
源
の
占
め
る

割
合
は
、
２
割
台
の
低
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
財

政
状
況
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
り
比
較･

分
析
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ

健全化指標 松崎町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

① 実 質 赤 字 比 率 － （－） 15． 00% 20． 00％

②連結実質赤字比率 － （－） 20． 00％ 30． 00％

③ 実 質 公 債 費 比 率 ５．3％（５．5％） 25． ０％ 35． ０%

④ 将 来 負 担 比 率 － （－） ３５０． ０％ なし

財政健全化判断比率

※実質赤字比率、 連結実質赤字比率の 「－」 は黒字の意味。
※将来負担比率の 「－」 は、 数値が０以下で健全性が保たれていることを示す。
※ （　） 内は前年の比率。

の
法
律
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方

法
・
分
析
に
よ
り
、
健
全
財
政

の
推
進
に
努
め
ま
す
。　

公営企業に係る資金不足比率
特別会計名 松崎町の比率 経営健全化基準 財政再生基準

水 道 事 業 会 計 － （－）

20． ０％ なし

温 泉 事 業 会 計 － （－）

伊 豆 ま つ ざ き 荘 事 業 会 計 － （－）

岩 地 漁 業 集 落 排 水 事 業 会 計 － （－）

石 部 農 業 集 落 排 水 事 業 会 計 － （－）

雲 見 漁 業 集 落 排 水 事 業 会 計 － （－）

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

【
用
語
の
解
説
】

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程

度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

悪
化
の
度
合
い
を
示
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

特
別
会
計･

公
営
企
業
会
計

を
含
む
全
会
計
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
団
体
全
体
と
し

て
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い

を
示
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
（
一
部
事
務
組
合
の

公
債
費
負
担
金
を
含
む
）
の
返

済
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、

資
金
繰
り
の
程
度
を
示
す
。

（
過
去
３
年
間
の
平
均
）

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
借
入
金
や

将
来
負
担
す
べ
き
負
債
額
が
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

の
度
合
い
を
示
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
に
お
け
る
一
般
会

計
な
ど
の
実
質
赤
字
に
相
当
す

る
も
の
。

※ 「－」 は黒字の意味で （ ） 内は前年の比率。
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▲審査の様子

　

小
・
中
学
生
の
夏
休
み
課
題

と
し
て
募
集
し
た
交
通
安
全
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会

が
８
月
31
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ
と

に
よ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通

安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
１
５
８
点
の
応
募

が
あ
り
、
町
長
、
交
通
安
全
対

策
委
員
、
小
中
学
校
教
諭
な
ど

に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
生
低
学
年(

１
・
２
年)

の
部

最
優
秀
賞　

稲
葉　

悠
真(

１)

優 

秀 

賞　

髙
橋　

陽
花(

２)

優 

秀 

賞　

後
藤　

瑠
月(

２)

佳　
　

作　

渡
邉
結
佑
斗(

１)

佳　
　

作　

山
本　

和
奏(

１)
佳　
　

作　

高
橋　

未
來(

１)
小
学
生
中
学
年(

３
・
４
年)

の
部

最
優
秀
賞　

土
屋　

陽
史(

３)

優 

秀 

賞　

渡
辺　

琉
仁(

３)

優 

秀 

賞　

佐
藤　

奏
琶(

３)

佳　
　

作　

伊
東　

航
成(

４)

佳　
　

作　

加
賀　

琉
愛(

４)

佳　
　

作　

斎
藤　

絢
音(
４)

小
学
生
高
学
年(

５
・
６
年)
の
部

最
優
秀
賞　

松
田　

桜
奈(

５)

優 

秀 

賞　

石
田　

篤
成(

６)

優 

秀 

賞　

金
刺　

美
澄(

５)

佳　
　

作　

鈴
木　
　

浬(

６)

佳　
　

作　

鈴
木　

愛
紗(

６)

佳　
　

作　

山
本　

愛
空(

５)

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞　

村
田　

陽
海(

１)

優 

秀 

賞　

小
鹿　

美
希(

１)

優 

秀 

賞　

北
舘　

史
真(

１)

佳　
　

作　

佐
藤　

礼
那(

１)

佳　
　

作　

大
胡
田
心
羽(

１)

佳　
　

作　

山
本　

雅
広(

１)

小学生低学年の部小学生中学年の部
【
評
】
と
て
も
よ
い
世
界
観
で
、
危
な
い
こ

と
の
呼
び
か
け
が
と
て
も
わ
か
り
や

す
く
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。 1年

稲葉　悠真さん

最優秀賞 最優秀賞

３年

土屋　陽史さん

【
評
】　

最
近
の
流
行
を
踏
ま
え
た
ア
イ
デ
ィ　

ア
と
、
キ
ャ
ッ
チ
ー
コ
ピ
ー
が
印
象

的
だ
と
思
い
ま
し
た
。

小学生高学年の部

最優秀賞

５年

松田　桜奈さん

【
評
】
反
射
材
に
つ
い
て
の
着
眼
点
が
よ
い
。

光
る
文
字
を
使
い
わ
か
り
や
す
く
し

て
い
た
点
が
よ
い
と
感
じ
ま
し
た
。

最優秀賞

１年

村田　陽海さん

中学生の部
【
評
】
事
故
を
“
泡
に
な
る
よ
”
と
例
え
る

こ
と
の
斬
新
さ
が
よ
い
。
ア
ピ
ー
ル

性
、
色
使
い
、
デ
ザ
イ
ン
性
も
よ
く
、

目
を
引
く
よ
う
な
作
品
で
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課(

４
２)

３
９
６
６
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前
年
度
に
続
き
、
町
内
の
津

波
避
難
タ
ワ
ー
建
設
候
補
地
の

検
討
を
行
い
ま
し
た
。
国
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
都

市
防
災
総
合
推
進
事
業
）
を
活

用
す
る
た
め
、
町
内
全
域
で
津

波
避
難
困
難
地
域
を
解
消
す
る

計
画
を
作
成
し
、
内
閣
総
理
大

臣
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
併
せ

て
、
衛
星
携
帯
電
話
の
更
新
や

備
蓄
食
料
・
飲
料
水
の
拡
充
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
は
、
津
波
避
難

タ
ワ
ー
の
設
計
お
よ
び
地
質
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
候
補
地

が
確
定
し
て
い
な
い
箇
所
の
建

設
地
の
交
渉
を
進
め
て
い
き
ま

す
。 総

合
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況

防
災
対
策
の
推
進

　

令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
第
６
次
総
合
計
画
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
14
年
度
ま
で
の
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
す
。
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
委
員
会
で

評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
7
年
度
の
主
な
事
業
の
実
施
内
容
や
効
果
・
課
題
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

１

　

農
業
振
興
会
と
連
携
し
、
新

た
な
入
会
者
を
２
名
確
保
す
る

と
と
も
に
、
農
業
関
連
法
人
の

規
模
拡
大
に
向
け
た
農
地
の
確

保
や
法
手
続
き
な
ど
を
支
援
し

ま
し
た
。
ま
た
、
荒
廃
農
地
な

ど
の
保
全
活
動
へ
の
補
助
や
機

械
の
活
用
、
桜
葉
関
連
の
新
商

品
の
生
産
体
制
づ
く
り
を
支
援

し
ま
し
た
。
物
産
展
な
ど
へ
の

出
店
を
通
じ
、
地
場
産
品
の
Ｐ

Ｒ
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
も
担
い
手
の
確
保
、
農

地
の
維
持
管
理
や
集
約
化
、
地

場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
加
工
品
の
商

品
化
な
ど
に
よ
る
販
路
拡
大
を

進
め
る
と
と
も
に
、
鳥
獣
害
対

策
の
充
実
を
図
り
、
農
業
の
振

興
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

２

３

５

▲峰輪区サロン活動

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

町
内
７
カ
所
の
サ
ロ
ン
で
、

フ
レ
イ
ル
予
防
や
高
血
圧
症
予

防
の
健
康
講
話
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
健
診
や
受
診
、
介

護
保
険
申
請
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
方
へ
受
診
勧
奨
を
行
い
、

必
要
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
で
健

康
状
態
の
確
認
と
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ん
に
届
く
啓
発
の
機
会

を
広
げ
る
と
と
も
に
、
脳
卒
中

や
心
疾
患
、
慢
性
腎
臓
病
の
重

症
化
を
防
ぐ
た
め
、
高
血
圧
対

策
を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。
関

係
機
関
と
も
連
携
し
、
継
続
的

な
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
の
充
実

　

第
２
期
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
基
づ
き
、
児
童
生
徒
用

情
報
端
末
や
校
務
支
援
パ
ソ
コ

ン
の
更
新
を
進
め
ま
し
た
。
併

せ
て
、
小
中
学
校
の
空
調
整
備

や
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
に
も
対

　

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
と
し
て
、
子
育
て

支
援
ア
プ
リ
に
て
、
子
育
て
に

関
す
る
情
報
発
信
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
保
健
師
に
よ
り
妊

婦
に
対
す
る
伴
走
型
相
談
支
援

を
行
い
、
妊
婦
の
た
め
の
支
援

給
付
金
・
妊
婦
健
診
交
通
費
な

４
教
育
環
境
の
整
備

応
し
、
学
習
環
境
の
改
善
を
図

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
共
同
調
理
場
は
８
月

か
ら
新
施
設
が
稼
働
し
、
安
全
・

安
心
な
学
校
給
食
の
安
定
提
供

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

農
業
の
振
興

ど
支
援
金
の
交
付
を
行
い
ま
し

た
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
し

て
、
保
育
園
に
お
い
て
継
続
し

て
延
長
保
育
を
実
施
す
る
な

ど
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
館

に
お
い
て
も
継
続
し
て
一
時
預

か
り
事
業
や
親
子
で
参
加
で
き

る
取
り
組
み
を
行
う
な
ど
、
乳

幼
児
が
少
な
い
中
で
も
交
流
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し

た
。

　

今
後
、
児
童
館
事
業
や
保
健

師
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
充

実
、
出
産
子
育
て
支
援
ア
プ
リ

の
登
録
を
推
進
し
、
情
報
発
信

等
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
子

育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
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ご
み
の
分
別
や
減
量
化
に
つ

い
て
、
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て

周
知
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

南
伊
豆
地
域
清
掃
施
設
組
合
で

は
、
広
域
化
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
南
伊
豆

町
の
離
脱
な
ど
に
よ
り
、
令
和

７
年
度
末
で
組
合
を
解
散
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
組
合
解
散
を
踏
ま

え
、
広
域
化
に
限
ら
ず
、
町
に
と
っ

て
よ
り
良
い
ご
み
処
理
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
可

能
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

棚
田
保
全
で
は
、
担
い
手
不
足

が
課
題
と
な
る
中
、
外
部
人
材
の

尽
力
に
よ
り
予
定
し
て
い
た
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
昨
年
に
続
く
２
棟
目
の
茅
葺

小
屋
の
修
繕
を
行
い
、
景
観
の

保
全
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
民
が
棚
田
保
全

に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
施
策

を
試
み
、
地
域
で
支
え
る
棚
田

保
全
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
ま
こ
壁
の
保
全
に
関
す
る

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
Ａ

３
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
日
本
の

伝
統
建
築
の
技
を
学
び
・
体
験

す
る
イ
ベ
ン
ト
）
を
開
催
し
、

今
後
の
保
全
活
動
に
向
け
た
計

画
を
検
討
し
ま
し
た
。

▲ A3 ワークショップ

▲関係人口セミナー

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

（
安
曇
・
大
野
川
、
奈
川
中

学
校
の
生
徒
が
松
崎
町
を
訪

問
し
た
感
想
を
お
伝
え
し
ま

す
！
）

『
松
崎
町
訪
問
を
振
り
返
っ
て
』

齋
藤　

美
冬

　

私
は
、
松
崎
町
訪
問
を
振

り
返
っ
て
、
特
に
心
に
残
っ
て

い
る
こ
と
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
海
水
浴
で
す
。

長
野
県
の
山
に
住
ん
で
い
る

の
で
、
前
か
ら
心
待
ち
に
し

て
い
た
し
、
移
動
中
も
外
に

出
る
と
暑
す
ぎ
て
、
早
く
海

に
入
り
た
い
と
ず
っ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
ょ
っ
ぱ

か
っ
た
で
す
が
、
み
ん
な
で

地

域

交

流

通

信

 

地

域

交

流

通

信

地

域

交

流

通

信

  

▲松崎中学生と一緒に集合写真

た
く
さ
ん
泳
い
で
、
プ
カ
プ

カ
浮
い
て
、
と
て
も
気
持
ち

良
か
っ
た
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
松
崎
中
学
校

と
の
交
流
で
す
。
み
ん
な
す

ご
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
お

し
ゃ
べ
り
す
る
時
間
が
も
っ

と
欲
し
く
な
る
く
ら
い
楽
し

か
っ
た
で
す
。
海
に
入
り
な

が
ら
バ
レ
ー
も
全
力
で
楽
し

め
ま
し
た
。
ス
イ
カ
割
り
を

し
て
、
み
ん
な
で
食
べ
た
ス

イ
カ
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

こ
の
他
に
も
海
鮮
を
食
べ

た
り
、
遊
覧
船
に
乗
っ
た
り

と
海
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

　

す
ご
く
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。

６
地
域
資
源
の

　
　
　

保
全
と
活
用

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

７８
関
係
人
口
の
拡
大

ご
み
の
減
量
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

　

関
係
人
口
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
令
和
９
年
度
か
ら

国
が
始
め
る
「
ふ
る
さ
と
住
民

登
録
制
度
」
の
導
入
を
目
指
し
、

国
の
補
助
金
を
活
用
し
て
「
松

崎
町
第
二
の
ふ
る
さ
と
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
立
ち
上
げ
、

関
係
人
口
の
受
け
入
れ
に
向
け

た
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
常
葉
大
学
、
静
岡

大
学
、
淑
徳
大
学
、
立
教
大

学
、
専
修
大
学
な
ど
と
連
携
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
受
け
入

れ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
大
学
と
の
つ
な
が

り
を
継
続
的
な
関
係
人
口
に
つ

な
げ
る
た
め
、
「
ふ
る
さ
と
松

崎
学
生
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
制
度
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ふ
る
さ
と
住
民
登

録
制
度
の
導
入
に
向
け
た
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▲松崎海岸での様子
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令和８年１０月から
国民年金保険料の育児免除制度が始まります！

対象となる方対象となる方

　令和８年 10 月１日以降、１歳になるまでの子（※）を養育する国民年金第１号被保険者の実

父母・養父母が対象です。子を養育する要件として以下のすべてを満たしている必要があります。

（所得要件はありません。）

　（１）子と身分（親子）関係が継続していること

　（２）子と同一住所であること

※法律上の親子関係がある子（実子および養子）に加えて、特別養子縁組の監護期間にある子お

よび養子縁組

　里親に委託している要保護児童も該当します。

　育児期間中の経済的な給付に相当する支援措置として、子を養育する国民年金第１号被保険者

（20 歳以上 60 歳未満の自営業者、農業者、学生、無職の方）について、その子が１歳になるまで

の期間に係る国民年金保険料の納付を免除できる制度が令和８年 10 月から新たに始まります。

　子を育てている方（実父母、養父母）は、申請することで、所得に関係なく国民年金保険料の

納付が免除されます。　

　また、納付が免除された期間は、保険料を納付したものとして老齢基礎年金の受給額に反映し

ます。

育児免除制度のメリット育児免除制度のメリット

　育児免除期間として「保険料の納付が免除された期間」は、保険料を納付したものとして老齢

基礎年金の受給額に反映されます。第１号被保険者であれば、夫婦ともに育児免除制度の対象です。

すでに保険料を納付している期間や、国民年金保険料免除・納付猶予、学生納付特例が承認され

ている期間についても、届出することで育児免除期間として取扱われます。保険料を納付してい

る期間の保険料は、充当または還付します。

（例）

申請方法申請方法

　・届書（紙）による手続きの場合には、「産前産後免除該当届／育児免除該当届・終了届」「マ

イナンバーカード」の写し等が必要となります。

　・電子申請による手続きの場合は、基本的に書類を添える必要はありません。スマートフォン

で 24 時間 365 日、電子申請できます。

    ※電子申請は、マイナポータルからできます。

　　※松崎町役場または郵送でも手続きできます。

　　　　　　　　　　　　　　　　日本年金機構ホームページ

　　　　　　　　　　　　　　　　https://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/ikujimenjo.html

【問合せ】三島年金事務所：０５５（９７３）１１６６　健康福祉課：０５５８（４２）３９６６

 制度や手続きの 
詳細はこちら 
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令
和
８
年
８
月
か
ら
、
高
額

療
養
費
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま

し
た
。
高
額
療
養
費
制
度
の
見

直
し
は
令
和
８
年
度
と
令
和
９

年
度
の
２
段
階
に
分
け
て
実
施

し
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
制
度

を
維
持
す
る
た
め
、
医
療
費
の

伸
び
や
所
得
に
応
じ
た
ご
負
担

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

変
更
点

変
更
点

①
上
限
額
の
変
更

②
年
間
限
度
額
の
新
設

※�

年
間
上
限
額
の
新
設
に
よ

り
、
以
下
の
方
は
医
療
費
負

担
が
軽
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
こ
れ
ま
で
「
多
数
回
該
当
」

に
該
当
し
な
か
っ
た
方

・
見
直
し
に
よ
り
「
多
数
回
該

当
」
の
対
象
か
ら
外
れ
る
方

・
現
在
、
毎
月
高
額
療
養
費

を
利
用
し
て
い
る
方

・
極
め
て
高
額
な
医
療
を
受
け

た
方

　

10
月
か
ら
介
護
保
険
料
お
よ

び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
付
書
に
よ
る
納
付
が
、
こ
れ

ま
で
の
金
融
機
関
や
役
場
窓
口

に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
郵
便
局
、
一
部
の
電
子

マ
ネ
ー
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
）
で
の
納
付
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
仕
事
帰
り
や
休
日

な
ど
、
ご
都
合
の
良
い
時
間
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
納
付
書

対
象
と
な
る
納
付
書

　

令
和
８
年
10
月
１
日
以
降
に

新
規
で
発
行
さ
れ
た
納
付
書

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
方
法

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
方
法

　

令
和
８
年
10
月
１
日
以
降
発

行
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
に
対
応
し

た
「
バ
ー
コ
ー
ド
付
き
の
納
付

書
」
を
、
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
の
レ

ジ
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
コ
ン
ビ
ニ
は
、

納
付
書
裏
面
に
あ
る
納
付
場
所

で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が

コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
ま
す

※※〈　〉は、過去 12 か月以内に「外来＋入院」の自己負担額を超えた分の支給が 3 回以上あった場合の 4 回目以降の限度額です。

コ
ン
ビ
ニ
で

コ
ン
ビ
ニ
で

取
り
扱
い
で
き
な
い
も
の

取
り
扱
い
で
き
な
い
も
の

①
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印

刷
が
な
い
も
の

②
バ
ー
コ
ー
ド
が
汚
れ
な
ど
に

よ
り
読
み
取
れ
な
い
も
の

③
納
付
額
が
１
枚
の
納
付
書
で

30
万
円
を
超
え
て
い
る
も
の

④
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

⑤
納
期
限
を
過
ぎ
た
も
の　

注
意
事
項

注
意
事
項

◆
納
付
方
法
が
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
や
口
座

振
替
の
場
合
に
は
、
納
付
書

は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
利
用
可
能
な
電
子
マ
ネ
ー
は
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、
ｄ
払
い
、

ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
請

求
書
支
払
い
な
ど
で
す
。
詳

細
は
、
納
付
書
裏
面
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

高額 療 養費制度の上限額高額 療 養費制度の上限額
（令和８年８月から令和 9 年７月まで）（令和８年８月から令和 9 年７月まで）

適用区分 自己負担割合

令和８年７月まで 令和８年８月から令和９年７月まで
自己負担限度額（月額） 自己負担限度額（月額）

外来のみ（個人単位） 外来＋入院（世帯単位） 外来のみ（個人単位） 外来＋入院（世帯単位）

現役並Ⅲ

3 割

252,600 円　＋（医療費　−　842,000 円）× 1％
〈140,100 円〉

270,300 円　＋（医療費　−　901,000 円）× 1％
〈140,100 円〉【年間上限 1,680,000 円】

現役並Ⅱ 167,400 円　＋（医療費　−　558,000 円）× 1％
〈93,000 円〉

179,100 円　＋（医療費　−　597,000 円）× 1％
〈93,000 円〉【年間上限 1,110,000 円】

現役並Ⅰ 80,100 円　＋（医療費　−　267,000 円）× 1％
〈44,400 円〉

85,800 円　＋（医療費　−　286,000 円）× 1％
〈44,400 円〉【年間上限 530,000 円】

一般Ⅱ 2 割
18,000 円

【年間上限 144,000 円】
57,600 円

〈44,400 円〉
22,000 円

【年間上限 216,000 円】

61,500 円〈44,400 円〉
【年間上限 530,000 円】

一般Ⅰ

1 割

65,100 円〈44,400 円〉
【年間上限 410,000 円】

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円 11,000 円
【年間上限 96,000 円】

25,700 円〈24,600 円〉
【年間上限 290,000 円】

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円 8,000 円 15,700 円
【年間上限 180,000 円】

【
問
合
せ
】

厚
生
労
働
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
０
１
２
０(

６
１
７)

１
１
１

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

  
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
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まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.74減塩レシピ

さつまいもとりんごのクリーミーサラダ

－ここがポイント－

★砂糖を使わず、素材の甘味を活かしたデザートサラダで

す。酸味と甘味のバランスが楽しい一品です。

エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

130kcal 1.6g 2.9g 28.0g 0.1g

（１食当たり）

－　材料（４人分）－

さつまいも・・・・・・２００ｇ（１本）

りんご・・・・・・・１５０ｇ（１/2 個）　　　　　　　

クリームチーズ・・・・３０ｇ（大さじ２）　　　

プレーンヨーグルト・３０ｇ（大さじ２）

レーズン・・・・・・２４ｇ（大さじ２）

レモン汁・・・・・・１０ｇ（小さじ２）

－　作り方　－

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
5858
回回

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
自
治
体
の
在
り
方

人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
自
治
体
の
在
り
方

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

日
本
の
人
口
は
い
つ
か
ら

減
り
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
の
総
人
口
は
２
０
０
８

年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
２
０

０
９
年
か
ら
は
毎
年
減
少
し

て
い
ま
す
。
も
っ
と
早
く
か

ら
減
っ
て
い
た
人
口
が
有
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
働
く
世
代

が
中
心
の
「
生
産
年
齢
人
口
」

は
、
１
９
９
５
年
頃
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
を

続
け
る
中
、
相
変
わ
ら
ず
東

京
一
極
集
中
の
人
の
動
き
が

収
ま
り
ま
せ
ん
。
地
方
の
自

治
体
、
特
に
過
疎
地
域
の
地

方
自
治
体
は
さ
ら
に
人
口
が

急
速
に
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

先
進
的
な
自
治
体
で
は
す

で
に
ス
マ
ー
ト
シ
ュ
リ
ン
ク

（
賢
い
縮
小
）
を
目
指
し
、
動

き
始
め
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
を
前
提
に
し
た
行
政
機
能

や
規
模
を
縮
小
さ
せ
な
が

ら
、
同
時
に
住
民
幸
福
度
向

上
に
も
重
点
を
置
く
ま
ち
づ

く
り
の
こ
と
で
す
。

　

人
口
減
少
が
継
続
す
る
こ

と
は
避
け
ら
れ
ず
、
そ
れ
に

対
応
し
た
施
策
が
望
ま
れ
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
技
術
革

新
に
よ
っ
て
対
処
で
き
る
こ

と
は
限
ら
れ
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
そ
こ
に
住
む
人
々
と

と
も
に
共
存
共
栄
し
て
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
自
治

体
に
求
め
ら
れ
る
姿
で
す
。

今
後
は
、
住
民
と
の
距
離
を

積
極
的
に
縮
め
、
互
い
に
寄

り
添
い
助
け
合
え
る
地
域
づ

く
り
が
重
要
で
あ
り
、
コ
ン

パ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
松
崎
こ

そ
、
人
口
減
少
社
会
で
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
・
人
づ

く
り
に
必
要
な
考
え
方
な
の

で
す
。

　10 月 14 日（水）午前 10 時～正午まで

マックスバリュで減塩キャンペーンを開催

します。塩味味覚チェックや野菜の計量ク

イズなどを行います。ぴったり賞の方には

景品もご用意しています。ぜひお越しくだ

さい！

①さつまいもとりんごは２～３ｃｍ角に切る。

②鍋に水を２００ml、さつまいもを入れ、蓋を

して沸騰してから１０分程度蒸し煮にする。

５～１０分程度蓋をしたまま置いておく。

ボウルに移し、粗熱をとる。

③②にりんご、クリームチーズ、ヨーグルト、

レーズン、レモン汁を加え、軽く混ぜる。

④器に盛り付ける。



 My Town Topics～まちのできごと～

　８月 16 日、松崎地区で夏祭りが開催されました。
　商店街や松崎海岸駐車場には屋台が並び、多くの
来場者でにぎわいました。
　那賀川は灯ろう流し、海岸はキャンドルで幻想的
な雰囲気を演出。花火大会では迫力ある打ち上げ花
火に歓声が上がりました。
　祭りの後は盆踊りも行われ、夏の夜を締めくくり
ました。

松崎町夏まつり花火大会

　９月 9 日、第 26 回全国漆喰鏝絵コンクール審査
会を実施しました。
　富山大学名誉教授の丹羽洋介さんをはじめ、６人
の審査員が、全国から集まった 51 点の中から、最
優秀賞・優秀賞・入賞・新人賞 15 点・佳作 16 点を
選出しました。
　入賞作品は伊豆の長八美術館で、佳作作品は民芸
館で、10 月 31 日 ( 土 ) まで展示される予定です。

　9 月 6 日、松崎町内の各地区で、訓練計画に基づ
いた総合防災訓練を実施しました。
　当日は多くの町民の皆さまに参加いただき、防災
資機材の取り扱い説明のほか、消火器を使用した消
火訓練、DVD を用いた防災学習、非常食の試食など
を行いました。
　訓練に参加することで、防災への備えを改めて確
認する機会となりました。

　８月 29 日、道の駅 花の三聖苑 伊豆松崎で大澤夏
祭り実行委員会主催の「第 2 回 大澤夏祭り」が開催
されました。
　射的やヨーヨー釣り、屋台グルメにはマッスルフ
ランクや男前フライドポテトなどが並びました。
　また、盆踊りやラムネ早飲み、かき氷早食い、お
菓子まきなど充実したイベントにより、子どもから
大人まで大いに盛り上がりました。

15

総合防災訓練

第 26 回全国漆喰鏝絵コンクール審査会

第２回 大澤夏祭り



松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」
—
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野
草
図
鑑
繰
り
心
み
た
さ
る　
　
　
　
　

石
田　

安
江

こ
ま
ご
ま
と
出
て
来
る
土
器
の
破
片
に
て

　
　
　

古
い
に
し
へ

人び
と

の
た
つ
き
の
浮
か
ぶ　
　
　
　

  　

岡
村　

芳
子

静
か
な
る
ふ
と
し
た
時
に
古
き
こ
と

　
　
　

側
頭
葉
か
ら
思
ひ
出
さ
れ
つ　
　
　
　
　

杉
山
安
紀
子

安
やす

平
ひら

　苺
め あ

空さん

（宮内区）

ぴぴ
かか
ぴぴ
かか
キ
ッ
ズ

キ
ッ
ズ

　

３
歳
の
健
診
で
「
む
し
歯
」

が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

　

家
族
み
ん
な
で
歯
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

無
料
の
歯
周
病
検
診

　

歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
や
口
臭
、

歯
の
ぐ
ら
つ
き
…
気
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？
歯
周
病
は
、
歯
を
失

う
だ
け
で
な
く
、
心
筋
梗
塞
や
糖

尿
病
な
ど
全
身
の
健
康
に
も
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
検
診
は
、
対
象
の
節
目
の

年
齢
（
20
・
30
・
40
・
50
・
60
・

70
歳
）
の
方
が
無
料
で
受
け
ら
れ

る
、
10
年
に
一
度
の
貴
重
な
チ
ャ

ン
ス
で
す
！

　

歯
科
医
師
に
よ
る
専
門
的
な

チ
ェ
ッ
ク
と
ア
ド
バ
イ
ス
で
、
健

や
か
な
お
口
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

【
検
診
期
間
】

　

令
和
９
年
２
月
28
日
（
日
）
ま
で
！

無
料
の
検
診
に
は
期
限
が
あ
り
ま

す
。こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
、

お
早
め
に
ご
予
約
を
！

【
対
象
】

　

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
に

20
・
30
・
40
・
50
・
60
・
70
歳
に

な
る
方

　

検
診
の
詳
細
や
予
約
方
法
は
、

お
手
元
に
届
い
た
通
知
ま
た
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
受
診
票
の
再
発
行
な
ど
は

健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

【採　用】 10 月１日付け
　中村　英樹　総務課総務係
【民間企業からの派遣職員】10月１日付け
　島尾　青空　企画観光課

町の人口と世帯
（令和８年８月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,380 人　（ー  2 人）

　男　　　2,557 人　（± 0 人）

　女　　　2,823 人　（ー  2 人）

世帯数　　2,791 戸　（＋  １戸）

転　入　15 人　転　出      5 人

出　生　  1 人　死　亡    13 人

戸籍だより

　令和８年８月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　0 件　（－ 1）

　物損事故　　 24 件　（＋ 11）

　死　　者　　　0 人　（± 0）

　傷　　者　　　0 人　（－ 1）

町 の 交 通 事 故

（5月届出分）

地 区氏 名 年齢 届 出 人

船 田舩津スミエ 90 舩津　和彦

南 郷矢吹　利勝 73 矢吹　早苗

船 田谷口たかの 99 谷口　徳一

江奈1 青木　成治 82 青木　真司

岩 地髙橋壽々子 98 小嶋　和人

宮 内渡邉　かよ 96 渡 辺　 卓

八木山 坂口　孝子 91 鈴木貴登志

江奈2 高橋　正子 84 高橋　邦夫

宮 内馬場よの江 86 馬 場　 篤

お悔み申し上げます（死亡）お悔み申し上げます（死亡）

地 区氏 名 性別 保 護 者

中 区葉
は

月
づき

男 加藤　大地

おめでとうございますおめでとうございます（出生）（出生）

戸籍だより
（８月届出分）

おお 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）亡 ）
地 区氏 名 年齢 届 出 人

伏 倉 登木口壽久枝 93 本多　正明

町の人事


